
平成28年度事業報告及び
歳入歳出決算の概要

医療施設特別会計



医療事業の方針

グループ運営体制の強化による総合力を活かした病院運営
・ 「人・物・資金・情報」などグループにおける豊富な経営資源を相互に活用できる

仕組みの構築
・ 経営支援体制の強化

・ 医療制度改革に基づく医療と介護の再編
・ 超少子高齢化
・ 地域医療構想への対応
・ 診療報酬改定
・ 大規模地震等自然災害発生への対応

（１）経営の健全化

（２）グループ経営資源の有効活用

（３）災害医療への取り組み

（４）地域医療への貢献

（５）安全・安心な医療提供体制の充実
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対前年度比 46億円の収支悪化
※決算見込みからは91億円の改善
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平成26年度につい
ては、他の年度と
の比較のため、特
殊要素である退職
給付会計にかかる
費用（373億円）を
除いていること。

平成27年度 平成28年度

決算見込み

診療報酬 ＋0.1％
本体 ＋0.73％
薬価等 △0.63％

※消費増税対応分
（＋1.36％）を除くと、
改定率は実質△1.26％

消費増税 5％→8％

診療報酬 △1.03％
本体 ＋0.49％
薬価等 △1.52％



平成28年度の収支状況②
（億円）

平成27年度 平成28年度 増 減

医業収支 本社勘定 △1.8 △2.4 △0.6

施設勘定 △149.5 △165.3 △15.7

計 △151.4 △167.8 △16.3

経常収支 本社勘定 △0.2 △9.8 △9.6

施設勘定 △80.1 △88.8 △8.6

計 △80.3 △98.7 △18.3

総収支 本社勘定 △0.2 △9.8 △9.6

施設勘定 △141.8 △178.3 △36.5

計 △142.1 △188.2 △46.1

（注） 0.1億円未満は切り捨てているため、計と増減は内訳と一致しない場合があります



2016（平成28）年度
診療報酬改定

マイナス １．０３％
（社会保障費の伸びを

5,000億円に圧縮）



平成２８年度
決算見込み
－１８７億円
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経常収支【累計】（平成28年４～3月）

※億円未満切り捨て

【経常収支の推移】

【参考】平成28年度診療報酬改定率 △1.03％
内訳： 本体 ＋0.49％、薬価等 △1.33％、市場拡大再算定 △0.19％
※実質的には平成26年度改定に続く２期連続マイナス改定

補助金が年度末に収益計上される
ケースが多いため、例年3月に改
善する傾向にある
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診療報酬改定率

△1.26%
診療報酬改定率

△1.03%



入院患者延数（H28年度） 10,778,002人 【前年度比 119,427人減、1.1％減】
外来患者延数（H28年度） 16,790,212人 【前年度比 328,770人減、1.9％減】
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医業費用の推移 ＊施設勘定
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職員数の推移
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材料費の推移 ＊施設勘定

832 874 919 965 973 

1,553 1,603 1,642 1,746 1,722 

2,480 2,570 2,654 
2,806 2,789 

27.1%
27.6%

28.2%
29.0% 28.7%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

20.0%

22.0%

24.0%

26.0%

28.0%

30.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

その他 診療材料費 医薬品費 材料費負荷率

診
療
材
料
費

診療報酬 ＋0.004％
本体 ＋1.379％
薬価等 △1.375％

診療報酬 ＋0.1％
本体 ＋0.73％
薬価等 △0.63％
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本体 ＋0.49％
薬価等 △1.52％

※消費増税対応分
（＋1.36％）を 除くと、
改定率は実△1.26％

（億円）

△0.6％

※１億円未満は切り捨てているため
内訳と合計は一致しない場合があること
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１．経営の健全化

目標管理
の強化

本部による経営
支援体制の強化

経営ノウハ
ウの共有



（１）目標管理の強化
ア．収益増にかかる主な実績

項目
平成26年度
（伸び率）

平成27年度
（伸び率）

平成28年度
（伸び率）

新入院患者数
763,181人
（+2.0%）

790,255人
（+3.5%）

791,376人
（+0.1%）

平均在院日数
13.4日

（-0.5日）
12.9日

（-0.5日）
12.7日

（-0.2日）

高点数手術件数
（２万点以上）

145,298件
（+4.0%）

153,907件
（+5.9%）

157,817件
（+2.5%）

入院診療単価
58,225円
（+2.0%）

60,042円
（+3.1%）

61,002円
（+1.6%）

救急車受入件数
285,708件
（+3.1%）

290,776件
（+1.8%）

308,724件
（+6.2%）

後発医薬品使用割合（注）
61.5％

（21.8pt）
76.6％

（15.1pt）
83.1％
（6.5pt）

（注）各年度の実績は、10月～12月の実績
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（注）4月時点実人員数、常勤職員のみ、長期休暇職員除く

イ．職員数の推移

非常勤職員を
含む年間の
医師数（換算）
については
平成27年度か
ら1.8％増加し
ていること。



支援病院、重点支援病院の基準策定
17病院（支援病院５、重点支援病院12）を選定

区分 訪問数 主な支援内容

重点支援病院 38回
医師ヒアリング
医事業務支援
経営改善進捗管理
経営健全化計画書策定支援
経営方針全体集会の参加
新院長面談
地域包括ケア導入支援

診療科ヒアリング
電子カルテ導入検討
病院委員会への参加
病床再編検討
部署ヒアリング
経営改善方針協議

支援病院 ５回

計 43回

（２）本部による経営支援体制の強化

ア．経営改善計画の策定支援、実行支援



イ．経営情報の収集・分析・提供

○ 摂食機能療法

○ 退院時リハビリテーション指導料

○ 経過観察入院数（緊急入院で２泊３日以内退院）

○ 副傷病率

○ 始業から30分の外来予約患者数

○ 特定入院料稼働状況

赤十字病院グループ内の成績上位10施設の取り組みを
支援病院に共有し、収支の改善に繋げる。



（３）経営ノウハウの共有

３役合同経営セミナー

発表施設：足利、姫路、徳島、松山
対象者：院長、事務部長、看護部長
参加者総数：１９４名
全国の赤十字病院へＬＩＶＥ中継

姫路赤十字病院講演資料（抜粋） ３役合同経営セミナー（聴講風景）

足利赤十字病院（講演風景）



連携強化
有効活用

赤十字病院の経営基盤強化

２．グループ経営資源の有効活用

人材確保・育成
（ヒト）

購買・医療情報支援

（モノ）

資金の有効
活用（カネ）

情報の共有

（ジョウホウ）



（１）人材の確保と育成

ア．医師

事業名 実績

医師確保
事業

○医師募集サイト掲載施設
新規３施設（掲載済み10施設） 計13施設

○医学生向け就職説明会への出展 大阪28施設・東京39施設
○臨床研修医向け医学教育出版

フリーペーパーKOKUTAI広告掲載（２回/年）
○地域医療振興協会（自治医）月刊地域医学 医師求人広告掲載

教育研修
事業
（医師対象）

○臨床研修医研修会開催 ３回/年 計455名
○臨床研修医指導医養成講習会開催 ２回/年 計 70名



イ．看護職員

達成目標 平成28年度事業計画 平成28年度実績

看護師確保率 90％以上 98.2％※１

看護師確保率50％以下の
施設数

０施設 ３施設

看護師合同就職説明会開
催箇所及び参加施設
（参加学生数）

３カ所
（札幌・東京・大阪）

25施設
（310人）※２

４カ所
（札幌・仙台・東京・福岡）

32施設
（574人）

※１ 平成29年４月１日現在の確保率であること。
※２ 看護師合同就職説明会は平成27年度実績との比較であること。



（キャリアパス運用イメージ図）
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○ 医事部門の人材育成

○ 経営企画部門の人材育成

○ 購買部門の人材育成

■ 業務スキル向上のための教育研修 32施設65名

■ 医療経営データ分析のための研修 65施設68名

■ 経営改善計画立案・実行のための研修 61施設62名

■ 初任者研修会 50施設52名

■ 上級者研修会 68施設71名

■ ブロック別研修会 ５ブロック全７回開催

■ 医事部門課長級研修 71施設81名

○ 会計部門の人材育成

■ 会計業務担当者研修 83施設85名



（２）購買支援、医療情報支援

事業項目 品目数 参加延数 削減金額

シリンジ・輸液ポンプ共同購入 ５ ５３ ３，６８０，２５０円

医薬品共同交渉（新規） ４ １４３ １２５，６８５，３７４円

電子カルテ導入支援（新規） １ １ ４７，３０３，０００円

電子医学資料 ９ １７９ ８０，６２９，５４９円

合計 － － ２５７，２９８，１７３円

共同交渉、共同購入については、共同購入体制も視野
に、品目拡大を図りながら、継続・強化する。



出資病院
余裕資金保有施設

本社口座 借入病院
借入を要する施設

出資 貸付

支払利息受取利息

⇒ 平成28年度： 1,700万円超の経済効果（支払利息の軽減等）

償還期間 ～H28.9月 H28.10月～ 【参考】 H29.4月～

５年以内 年0.3％（固定） 年0.1％（固定）

年0.01％（固定）５年超10年以内 年0.6％（固定） 年0.2％（固定）

10年超20年以内 年0.8％（固定） 年0.3％（固定）

※ 運転資金にかかるグループ内資金の貸付利率は平成29年度から無利子としたこと。

⇒ 金利負担の軽減によるグループ内資金の有効活用を促進

（３）資金の有効活用
ア．銀行等借入金の利息による資金の外部流出

抑制等を目的とした内部資金への借り換え

イ．病院建物建設資金等の利率引き下げ



（４）情報の共有

院長塾

医療材料
等ベンチ
マークシ
ステム

看護部
長塾

事務部長
塾

経営改
善推進
研修

医療経営
データ分
析研修

各種経
営デー
タの共

有

情報共有
サイトの

活用

グループ内の医療材料等
価格情報の共有

収益向上に繋がる各種
データ及びノウハウの
共有

医療経営データ分析
スキルの共有

経営部門トップマネー
ジャーとしての倫理的
意思決定・事例共有

リアルタイムな経営に関
する情報配信

病院経営マネジメント
（事務部長の果たすべ
き役割）の共有

地域医療連携を通じた
収益確保に向けた取り
組みの共有

逆境下のＶ時回復への
戦略（経営改善事例の
発表）



３．災害医療への取り組み
（１）災害拠点病院としての機能向上

唐津赤十字病院（佐賀）

61

631

災害拠点病院

赤十字 赤十字以外

8.8％

業務継続計画（ＢＣＰ）の策定状況
災害拠点病院 20病院／61病院
（平成29年３月31日現在）

さいたま赤十字病院（埼玉）

益田赤十字病院（島根）



（２）熊本地震対応（被災地の災害拠点病院支援）

被災地の災害拠点病院に赤十字病院グループの人的資源を
集中的に投入し、地域医療を守る。

熊本赤十字病院への病院支援状況
（平成28年４月21日～６月５日）

医師 ６３名

看護師 ２０２名

事務職員 ２０名

病院支援コーディネーター ４名

本部支援要員 １６名

総計 ３０５名

派遣施設 ６５病院



名称
施設数

（赤十字）
施設数
（全国）

全国
シェア

備考

周産期母子医療センター（総合10、地域34） 44施設 405施設 10.8％ ※１

地域医療支援病院 55施設 539施設 10.2％ ※２

へき地医療拠点病院 17施設 312施設 5.4％ ※３

※１ 平成28年４月現在の指定・認定 ※２平成29年２月現在の指定・認定 ※３ 平成28年１月現在の指定・認定

7

24

小児医療救急拠点病院

赤十字 赤十字以外

34

249

救命救急センター

赤十字 赤十字以外

34

314

地域がん診療連携拠点病院

赤十字 赤十字以外

12.0％ 22.5％ 9.7％

４．地域医療への貢献
（１）地域における医療提供体制
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900,000

920,000

940,000
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980,000
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1,020,000
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1,060,000

260,000

265,000

270,000

275,000

280,000

285,000

290,000

295,000

300,000

305,000

310,000

315,000

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

救急車受入れ件数 救急患者取扱い数

（人）
（件）

赤十字病院の使命として「断らない救急」の実践

ア．主な実績（救急医療）

救急医療機関の適
正受診等により
Walkinの患者は減少
傾向



置戸赤十字病院 11名

伊達赤十字病院 6名

川西赤十字病院 26名

伊勢赤十字病院 2名

静岡赤十字病院 2名

浦河赤十字病院 6名

清水赤十字病院 9名

多可赤十字病院 16名

浜松赤十字病院 12名

派遣元18施設 派遣先9施設

派遣者数90名

（ア）医師派遣

イ．主な実績（へき地医療・地域医療）



派遣元26施設 派遣先13施設

派遣者数62名

神戸赤十字病院 1名

高槻赤十字病院 1名

柏原赤十字病院 16名

石巻赤十字病院 33名

秦野赤十字病院 1名

深谷赤十字病院 1名

熊本赤十字病院 1名

伊達看護専門学校1名

浦河赤十字病院 2名

伊達赤十字病院 2名

唐津赤十字病院 1名

古河赤十字病院 1名

三原赤十字病院 1名

（イ）看護師等派遣



（２）地域包括ケアシステムへの対応

項目 平成28年度計画 平成28年度実績

認知症看護実践力向上研修の
開催回数（参加者数） ８回（660名） ８回（631名）

認知症ケア加算取得状況
ケア加算１
ケア加算２

平成28年４月１日現在
15施設
4施設

平成29年３月31日現在
36施設
30施設

地域包括ケア病棟研修会の
開催回数（参加者数） ２回 ２回（179名）

地域包括ケア病棟・病床導入
施設数
地域包括ケア病棟導入
地域包括ケア病床導入

平成28年３月31日現在

17施設 743床
9施設 155床

平成29年３月31日現在

25施設 1,139床
10施設 170床



○病院92施設 ○診療所等５施設 ○老人保健施設６施設
○看護専門学校16施設 ○助産師学校１施設

（３）地域の中核医療機関としての赤十字病院

看護専門学校赤十字病院 老人保健施設

（主な機能：平成29年３月現在）

高度救命救急センター ６施設 新型救命救急センター ２施設

救命救急センター ２６施設 小児救急医療拠点病院 ７施設

総合周産期母子医療センター １１施設 地域周産期母子医療センター ３３施設

災害拠点病院 ６３施設 ドクターヘリ所有病院 ４施設

感染症指定医療機関 ３９施設 地域医療支援病院 ５５施設

地域がん診療連携拠点病院 ３４施設 へき地医療拠点病院 １７施設



５．安心・安全な医療提供体制の充実
開催等の実績 参加人数等

医
療
安
全
対
策
事
業

医療事故・紛争担当者会議 ７９名

医療安全推進室長会議 ７７名

医療安全管理者会議 ８８名

医療対話推進者養成研修（基礎編） ８９名

医療対話推進者養成研修会 ６２名

医療安全管理者養成研修会 ６０名

ブロック別医療安全推進担当者研修会 ５ブロック

「医療安全・感染管理指針」及び「医療事故・紛争対応ガイドライン」改訂

「医療安全推進担当者研修プログラム」改訂

感
染
対
策
事
業

ＣＲＥ院内感染訪問支援派遣 １施設

感染対策相談ネットワーク相談 ４施設

感染管理担当者会議開催 ８７名

「院内感染及び届出を要する感染症にかかる報告について」改訂

「感染管理相談ネットワーク要項」改訂
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総収入 総費用 収支差引額
（億円）

６．収支の推移

平成27年度 平成28年度
収支差引額 △142億円 → △188億円
黒字施設 30施設 →                   29施設
赤字施設 60施設 →                   61施設

（億円）

（注）１億円未満は切り捨てているため、総収入マイナス
総費用は収支差引額と一致しない場合があります。

△179

平成26年度は退職給付引当金を
373億円追加計上した。この影響
を除くと179億円の赤字となる。

373



その他の医業収益
［ 417億円→ 421億円 ］ 0.9%

７．医療施設特別会計 収益的収入のあらまし

10,164 10,202 
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6,000
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8,000

9,000

10,000

11,000

平成27年度 平成28年度

医業収益
9,689億円
→ 9,723億円
増減率 0.3%

入院診療収益 増減率
［ 6,570億円→6,595億円 ］ 0.4%

外来診療収益
［ 2,701億円→2,707億円 ］ 0.2%

（億円）

平成27年度 平成28年度 増減額 増減率

収益的収入合計 10,164億円 → 10,202億円 37億円 0.4％

その他の収益
［ 475億円→ 479億円 ］ 0.9%

診療収益の増減率

平成27年度 平成28年度

入院 2.6％ → 0.4％
外来 4.8％ → 0.2％

（注） １億円未満は切り捨てているため、内訳を足しても合計とは一致しません
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８．医療施設特別会計 収益的支出のあらまし
材料費 増減率（負荷率:前年度比）
［ 2,806億円 → 2,789億円 ］ △0.6% 28.7%（△0.3ｐ）

給与費
［ 5,038億円 → 5,086億円 ］ 0.9%  52.3%（＋0.3ｐ）

委託費
［ 631億円 → 652億円 ］ 3.4%  6.7%（＋0.2ｐ）

設備関係費
［ 924億円 → 942億円 ］ 2.0%    9.7%（＋0.2ｐ）

研修研究費
［ 38.6億円 → 38.3億円 ］ △0.7% 0.4%（△0.004ｐ）

医業費用
9,839億円
→9,889億円

増減率 0.5%
負荷率101.7%

（＋0.2ｐ）

平成27年度 平成28年度 増減額 増減率

収益的支出合計 10,307億円 → 10,391億円 84億円 0.8%

収支差引額 △142億円 →   △188億円 △46億円

（億円）

経費
［ 399億円 → 379億円 ］ △5.0%    3.9%（△0.2ｐ）

その他費用
［ 467億円 → 502億円 ］ 7.4% 5.2%（＋0.3ｐ）

給与費の増減率
平成27年度 平成28年度

2.5％ → 0.9％

（注） １億円未満は切り捨てているため、内訳を足しても合計とは一致しません
経常収支 施設勘定 △88億円

本社勘定 △10億円
資産除却、災害対応等特殊要因

△90億円
計 △188億円



２２０億円

９．キャッシュ・フロー

期首の現金
及び現金同等

物残高

１，４０３億円

１９５億円

５３４億円

△５０９億円

期末の現金
及び現金同等

物残高

１，６２４億円

業務活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

（平成28年度竣工に
伴う営繕借入金の

増加等）

投資活動による
キャッシュ・フロー

（固定資産の取得等）

平成28年４月１日 平成29年３月31日

（注）１億円未満は切り捨てているため、期中のキャッシュ・フローの増減内訳と現金及び現金同等物の増加額は一致しません。



10．医療施設特別会計 資本的収支のあらまし

自己資金等
６１９億円

借入金
３７４億円

リース等
４７億円

補助金等
１４４億円

１，１８５億円

固定資産（内訳） 金 額 借入金等償還（内訳） 金 額

建物・建物付属設備等 １０３億円

有形固定資産
合計４０８億円

借入金償還 ２８６億円

医療用器械備品等 ２６７億円 リース未払金支払 ５３億円

車両等 ０．６億円 その他負債返済 ４億円

土地 ３６億円 合計 ３４４億円

建設仮勘定 ３８８億円

無形固定資産 ４４億円

合計 ８４１億円

【収入】 【支出】

固定資産
８４１億円

借入金等償還
３４４億円

１，１８５億円

資本的支出の内訳

主な建築：
さいたま、前橋、松山
唐津、高知 等

さいたま赤十字病院

唐津赤十字病院（注） １億円未満は切り捨てているため、内訳を足しても合計とは一致しません



項目 目標 これまでの取り組み 今後の方向性・課題

グループ運営の
強化による病院
運営

グループ運営体制
の推進

・病院グループの理念・基本方
・針の策定
・中期目標・計画等の策定

・グループとしての方針に
・基づく病院運営

経営基盤の強化

経営の健全化 ・経営情報の収集、分析、提供 ・経営改善支援の拡大

グループ経営資源
の有効活用

・グループメリットを活かした事
・業の実施

・グループ事業の推進

災害医療への取
り組み

災害医療への貢献
・自然災害発生時における災害
・医療活動の実施

・災害に強い病院（組織体
・制）づくり

地域医療の取り
組み

赤十字の特色を活
かした医療の提供

・地域医療構想に沿った機能の
・検討

・地域連携の推進
・病院の機能の明確化

安全・安心な医
療提供

良質で安全な医療
の提供

・医療安全研修体系の確立
・医療安全、感染対策の充
・実
・医療の質の向上の推進

看護師等の養成
質の高い看護師の
安定的な確保

・救護員としての赤十字看護
・師・助産師の養成
・看護基礎教育の質の向上

・看護学生の確保
・看護基礎教育の質の向上
・質の高い看護師の確保

今後の方向性・課題



私たち赤十字病院
グループは、災害
医療・救急医療・地
域医療等の面から
地域に貢献するこ
とを通じて、赤十字
の理念の実践や赤
十字思想の普及啓
発に努めてまいり
ます。

１ 質の高い医療の提供

２ 災害医療・国際活動の充実

３ 公的医療機関として地域の

医療・介護、福祉への関与

４ 患者満足度の向上

５ グループ内の連携強化

６ 赤十字事業間の連携強化

７ 働きがいのある職場づくり

８ 人材の確保と育成

９ 健全経営の確立

赤十字病院グループと
しての中期事業計画
（H29～H31）の策定

■中期目標（48項目）

■中期計画（111項目）

■数値目標

赤十字病院グループの理念

９つの基本方針

中期目標・中期計画等

赤十字病院グループの理念・基本方針等

平
成
29
年
度
事
業
計
画



医療施設の経営の健全化

平成31年度の経常
収支の黒字化を目
指して段階的に赤
字幅を縮小

平成31年度の経常
収支の黒字化を目
指して段階的に赤
字幅を縮小

経常収支黒字
平成30年度

平成31年度

平成29年度

平成31年度までの３か年で経常収支が黒字になる
ことを目標とする

赤十字病院グループ全体の中期計画
及び経営戦略を策定し、グループとし
て経営改善に取り組む



傾向 内容 医業収支 経常収支 総収支

改善・
好転
傾向

黒字拡大
41億円→71億円

（13施設）
41億円→73億円

（11施設）
27億円→49億円

（10施設）

赤字→黒字
▲9億円→7億円

（７施設）
▲12億円→7億円

（９施設）
▲23億円→16億円

（９施設）

赤字縮小
▲122億円→▲79億円

（25施設）
▲105億円→▲67億円

（25施設）
▲100億円→▲51億円

（20施設）

計
▲90億円→▲１億円

（45施設：89億円改善）
▲76億円→13億円

（45施設：89億円改善）
▲96億円→14億円

（39施設：110億円改善）

悪化
傾向

黒字縮小
24億円→14億円

（７施設）
51億円→37億円

（10施設）
44億円→34億円

（10施設）

黒字→赤字
8億円→▲29億円

（11施設）
15億円→▲19億円

（11施設）
14億円→▲27億円

（10施設）

赤字拡大
▲92億円→▲150億円

（27施設）
▲72億円→▲120億円

（24施設）

▲105億円→▲199億円

（31施設）

計
▲60億円→▲165億円

（45施設：105億円悪化）
▲6億円→▲102億円
（45施設：96億円悪化）

▲47億円→▲192億円
（51施設：145億円悪化）

総合計
▲149億円→▲165億円

（90施設：15億円悪化）
▲80億円→▲88億円
（90施設：8億円悪化）

▲141億円→▲178億円

（90施設：36億円悪化）

赤十字病院の経営状況（平成27年度→平成28年度）

【施設勘定】


